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法政大学出版局◉新刊のご案内� 2024 年 2 月 9 日

①  配本希望部数をご記入のうえFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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法政大学出版局 〒 102-0073　東京都千代田区九段北 3-2-3
Tel. 03-5214-5540　E-mail: sales@h-up.com  URL: https://www.h-up.com/

番線印

〇委託配本はございません。注文返条付きの出荷とさせていただきます。
法政大学出版局　2024年3月中旬出来　予価3080円（本体2800円＋税） A5判上製・232頁
大澤 彩 編著 《法政大学現代法研究所叢書52》

消費者紛争解決手段の発展に向けて 実体法・手続法の課題 ISBN978-4-588-63052-1  C3332

　消費者紛争の司法的解決はどのようになされるべきか？　消費者裁判手続特例法や差止訴訟など、集団的な消費者の紛争を
一括して解決する上で生じる問題はもちろん、個別の消費者の司法的救済にあたって生じる実体法上および手続法上の問題
に関して、消費者法分野以外の紛争解決制度も参考にしつつ、研究者・実務家が「共働」して取り組んだ最新の研究成果。 
 【法律・経済】

☆関連書：柳明昌編著『金融商品取引法の新潮流』、柿野成美著『消費者教育の未来』（小局刊）。
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法政大学出版局　2024年3月下旬重版出来　定価3960円（本体3600円＋税） 四六判上製・406頁
ラシード・ハーリディー 著／鈴木啓之、山本健介、金城美幸 訳 《サピエンティア 71》

パレスチナ戦争 入植者植民地主義と抵抗の百年史  ISBN978-4-588-60371-6  C1322

　アラファートらPLO幹部やサイードなど知識人たちと親交のあったパレスチナ研究大家の初邦訳。膨大なインタビューと、確かな知
識に裏打ちされた歴史叙述をベースに、イギリス委任統治政府に追放された伯父や国連に勤務していた父親の話、イスラエルのレバ
ノン侵攻で娘を抱えて逃げた自身の経験など家族史を織り交ぜ、強大な権力に翻弄されてきた民族の一世紀を描き出す。彼らの自
決権が否定されてきた先に現在の混迷がある。2/3朝日新聞、2/4読売新聞に書評が掲載されました！ 【パレスチナ現代史】

☆関連書：パペ『パレスチナの民族浄化』、ホワイト『イスラエル内パレスチナ人』（小局刊）。
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法政大学出版局　2024年2月中旬重版出来　定価1045円（本体950円＋税） 新書判並製・210頁
山本正一 編 

新修墨場必携　上 ISBN978-4-588-40601-0 C2071

市河米庵の『墨場必携』を再編集して多数の増補句を入れ，簡明な注釈を施す。上巻は，季節篇，名言佳句篇，絶句篇を収
録し，「歳時異名」「雅号便覧」等 を々付す。　 【芸術】

☆関連書：
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Fax. 03-5214-5542

法政大学出版局　2023年5月1日刊行　定価4620円（本体4200円＋税） 四六判上製・402頁
嶺 秀樹 著 

絶対無の思索へ コンテクストの中の西田・田辺哲学 ISBN978-4-588-13036-6 C3010

　西洋哲学の伝統のみならず、当時最新の現象学の潮流とも対峙し、それらとは異なる論理で独自に思索した西田幾多郎と田辺
元。絶対無、直観や経験、場所や時間といった主題群をめぐって二人の哲学者は何を共有し、どうすれ違ったのか。フッサー
ル、ハイデガー、九鬼との関係も視野に収め、争点となった哲学的問題の数 を々、固有の文脈のなかで丁寧に解きほぐす。全
10章・補論3章の最新読解。 【日本哲学】

☆第36回（2023年度）「和辻哲郎文化賞」（学術部門）を受賞しました！

部数
好
評
既
刊

【お願い】
　　配本の際、ご担当者様の記名が必要となりました。
　　ご面倒とは存じますが、ご担当者様蘭のご記入をお願い申し上げます。

法政大学出版局　2024年3月上旬重版出来　定価1045円（本体950円＋税） 新書判並製・180頁
山本正一 編 

新修墨場必携　下 ISBN978-4-588-40602-7 C2071

下巻は，少字揮毫篇（篆刻便覧を兼ねて），名詩篇を収録。付録として陶淵明の「帰去来辞」，蘇東坡の「赤壁賦」，李白の「春
夜宴桃李園序」など古文選6篇を付す。　 【芸術】

☆関連書：
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〇委託配本はございません。注文返条付きの出荷とさせていただきます。
法政大学出版局　2024年3月中旬出来　予価2530円（本体2300円＋税） A5判上製・176頁
溝口修平 編著 《法政大学現代法研究所叢書53》

権威主義と憲法改正  ISBN978-4-588-63053-8  C3331

　世界的に民主主義に対する信頼が後退し、権威主義的指導者が力をつけている。彼らはいかにして自身の権力を強化している
か。それを国民はなぜ支持するのか。本書は、多くの権威主義国家が憲法改正を利用して体制強化を図っていることに着目し、
そうした事例を歴史・地域を横断して比較する。権威主義体制における憲法の役割に新たな解釈を提示する一冊。 
 【憲法・国際政治】

☆関連書：山崎望編『民主主義に未来はあるのか？』、西山美久『ロシアの愛国主義』（小局刊）。
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